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チェーンソー用防護服は事業体の経営を護ります
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チェーンソーで身体を切るケガは多い
林業は労働災害の発生率が高い職種です。様々な努力

により災害発生総数は 10 年間で約 3 割減少しましたが、
現在も林業労働者数約 7 万人に対して休業日数 4 日以上
の死傷災害は 1 年間に約 2,000 件発生しています。この
うち、チェーンソーによる切創災害数は 400 ～ 500 件
の間で推移しており減少していません。そのため、チェ
ーンソー作業では作業者に防護服を着用させ、災害を予
防する取り組みが進められていますが、林業事業体の経
営面から見た防護服導入の費用対効果は不明でした。そ
こで、災害発生が事業体にもたらす人的損害、物的損害、
生産損失などのコスト（災害コスト）を試算し、事業体
が積極的に防護服を導入することがもたらす経営上の効
果を検証しました。

チェーンソーによる切創災害の災害コスト
チェーンソーによる切創災害について、防護服を着用

しない場合に見込まれる災害コストのうち事務経費や補
償などの 10 項目の試算結果が表１です。計算の設定条
件を変えると数字は若干変わりますが、一人あたり 1 年
間に 16,000 ～ 20,000 円の災害コストが見込まれました。

防護服を着用すると着用しないときに比べて約 6 割の
切創災害件数を少なくできることがこれまでの研究でわ
かっています。そこで、防護服を着用するとこれらの災
害コストの 6 割を削減できると仮定すると、防護服を使
用することで作業者 1 人あたり 1 年間に 1 万円前後の災
害コストを削減できることになります（図 2）。防護服 1
着の価格は 12,000 ～ 35,000 円と幅がありますが、一般
に 2 年程度で更新しますので、防護服にかかる経費は 1
年あたり 1 万円前後です。このことから、表 1 にあげた
項目だけを考えても、防護服着用によって見込まれる災
害コスト削減額と防護服にかかる経費はほぼ同額で、事

業体が防護服を購入し作業者に支給しても決して経営的
な負担にならないことがわかりました。

このほかの災害コストとして、具体的な災害発生状況
を想定して災害が発生して作業が滞り木材生産が減少す
る現場の損失と、災害が起きた後に実施が想定される再
発防止対策経費を試算すると、これらの損失と経費の合
計は作業者 1 人あたり 1 年間に最大で 1 万円を超える可
能性が示されました。こうした事業損失や経費に加えて、
災害を起こすことによる事業体の社会的信用の喪失は事
業体経営のマイナス要因として大きくのしかかってきま
す。しかし、作業者が 2 万円の防護服を着ているだけで
こうした損失を防げると期待できるのですから、防護服
の導入が林業事業体にとって必要なことは明らかです。

 
防護服は作業者と事業体の経営を守ります

チェーンソー作業で防護服を常時着用しても災害がゼ
ロになるわけではありません。しかし、防護服は災害を
起こす頻度を低下させ、ケガをしてもその程度を軽くし
てくれます。これは、作業者にとって健康と生活を守る
ためにとても重要なことです。そして、林業事業体にと
っては、災害コストを削減させ、災害による事業停滞を
少なくして安定した収入を得ることに役立ちます。経営
が安定すれば、防護服支給という災害予防に投資する余
力も生まれ、それがさらに事業体の経営を安定させる、
という良い効果の循環が期待できます。

作業者にも林業事業体にも利益になることの認識が広
まればチェーンソー用防護服は事業体経営の必須アイテ
ムとなることでしょう。

本研究は、科学研究費補助金「チェーンソー用防護服
導入がもたらす事業体経営への効果」(23580221) によ
り行いました。

要　旨
　チェーンソーによる切創災害で発生する災害コストを算出し、防護服の有無が災害コスト
に与える影響を検証した結果、防護服着用で見込まれる災害コスト削減額が防護服購入経費
を上回り、防護服なしで作業をさせるより防護服を購入して作業者に着用させる方が林業事
業体の経営にとって有益であることを明らかにしました。チェーンソー作業で作業者が防護
服を着用することは、災害数を減らしケガの程度を軽くする労働災害防止の観点から是非と
も必要ですが、林業事業体の経営の観点からも災害コストを削減できる点で有利に働くこと
がわかりました。
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これらの数字は、災害統計資料、調査結果、「災害コストの実際」（中央労働災害防止協会発行）
などを参考に算出しました。

表１　防護服を着用しない場合の作業者一人あたりの災害コスト計算例

図 1　防護服を着用しないの場合と着用した場合に見込まれる災害コストの比較
防護服を着用する効果として災害コストが 6 割減少すれば、表 1 の結果をもとに計算すると、
作業者 1 人あたり 1 年間に 1 万円前後の補償費や事務経費の災害コスト削減が期待できます。

図 2　防護服導入により期待される効果の循環
防護服を導入して災害数を減少させることは、経営上有利な効果を生み出し、その結果として
生じる経営上の余力を防護服購入経費に使えば、さらに良い効果の循環が期待できます。


